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我々は，シリコン基板上に微小井戸を形成し脂質二分子膜でシールすることにより，細胞膜の

機能を利用したナノバイオデバイスの構築を目指している．これまでに，井戸の中に封入した蛍

光プローブ（��指示薬）の蛍光強度変化により，脂質二分子膜に挿入したイオンチャネルの機能

計測に成功している ��．さらに，神経細胞とナノバイオデバイスの間で，神経情報の検出や制御

を目指している（図 �）．今回，支持脂質二重膜の上での神経細胞成長の制御を試みたので，その

結果を報告する．
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� ����������で，巨大脂質ベシクル（���）を用意した．蛍光観察のために，脂質膜は ���� �	!

ローダミン����によりラベルしている．このベシクルを微小井戸（直径 �～� ���を形成したシ

リコン基板上で展開し，支持脂質二重膜を形成した．ラット胎児（妊娠 �"日目）の大脳皮質から

取り出した神経細胞を，上記の基板の上で �週間培養した．図 �に，培養神経細胞を #	$��%で染

色した蛍光イメージを示す．中性脂質二重膜上には神経細胞は見られず，避けて成長している事

が分かる．一方，カチオン性脂質二重膜上では，神経細胞が成長し枝分かれした樹状突起の伸展

が観察される．脂質二重膜の電荷によって，神経細胞成長に明瞭な選択性が得られる．

神経細胞の成長に伴い，カチオン性脂質二重膜へのダメージが見られ，デバイスの機能を維持

するためにはさらなる改善が必要である．脂質膜組成やデバイス形状を最適化することで，神経

細胞とナノバイオデバイスの間のシナプス結合の制御につながることが期待できる．
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図 �� 神経細胞とナノバイオデバイ

スの間での信号伝達モデル
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図 �� 神経細胞（ラットの大脳皮質）の培養結果 ���中性脂

質膜基板，（.）カチオン性脂質膜基板
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